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【とりまとめの主な内容】

今後のＧＡＰの推進について

○ 「ＧＡＰの推進に係る情報交換会」を２０年７月～１０月に開催し、我が国におけるＧＡＰのあるべき姿や具体
的な取組の進め方等についてとりまとめ。

○ とりまとめの内容を踏まえ、今後、我が国のＧＡＰに共通して求められる事項の整理・標準化等について検討を
行う予定。

○ 「ＧＡＰの推進に係る情報交換会」を２０年７月～１０月に開催し、我が国におけるＧＡＰのあるべき姿や具体
的な取組の進め方等についてとりまとめ。

○ とりまとめの内容を踏まえ、今後、我が国のＧＡＰに共通して求められる事項の整理・標準化等について検討を
行う予定。

【ＧＡＰの推進に係る情報交換会】

＜委員構成＞
ＧＡＰに係る学識経験者やＧＡＰに取り組
む生産者、流通業者、実需者等の実務担当
者など１２名で構成

＜開催実績＞
○ 第１回 平成２０年７月１５日
議題・ＧＡＰをめぐる状況について

・各ＧＡＰの取組、課題等について 等

○ 第２回 平成２０年９月５日
議題・実需者におけるＧＡＰへの取組、課題等
について

・我が国におけるＧＡＰのあるべき姿につ
いて

○ 第３回 平成２０年９月２４日
議題・取りまとめに向けた整理・骨子（案）に
ついて

○ 第４回 平成２０年１０月９日
議題 取りまとめ（案）について

様々なＧＡＰが存在し、
今後のＧＡＰの方向性につ
いても関係者の間で様々な
考え方

我が国における今後のＧＡＰ
の推進方向について一定の共
通の認識を持って進められる
ようにすることが重要

・様々なＧＡＰ推進主体の関
係者
・研究機関の専門家
・先進的なＧＡＰ実践生産者
・消費者
等の参画により設置。

検討会
○ 我が国のＧＡＰのあるべき姿とし

て、
① 消費者が求める高い安全性等の
多様なニーズに対応
② 我が国の農業生産の実態に即し
③ 全ての生産者が実践可能
④ 科学的知見等に基づく
等の点を考慮し、共通して求められ
る事項を整理し、標準化

○ 産地主導の体制づくりのため、具
体的な実行の仕方や指導のあり方を
整理

共通の基盤づくりの検討



生産段階 消費段階

先進的総合生産工程管理モデル整備（耕種のケース）

生産工程情報の一元管理

・生産から消費までを通じた情報の把握
・情報に基づいた生産体制の再構築

ＧＡＰの徹底による農業生産
（計画に沿った農作業・記録）

農薬・肥料の適正使用と施用
記録

●
消費者の評価・
ニーズ

流通段階

記録
ズ

生産情報
の開示

情報の
フィードバック

ほ場環境を自動記録

●

●

流通業者の
評価・ニーズ

加工段階の
評価・ニーズ

品質情報

生産情報

ＩＴ機器を利用したほ場で
のデータ入力

自動箱詰め機
出荷・調製段階 加工段階

分析機器

生産情報の確認が可能な管理体制

ほ場環境を自動記録●

生産情報の付加

評価 ニ ズ

加工情報集出荷情報

品質検査機器生産者毎のロット管理が可能な

・生産情報の確認が可能な管理体制
・生産物の品質の確認

（チェック）

生産履歴情報

ＨＡＣＣＰ手法の徹底による加工
（衛生管理等）

非破壊式選別機
品質検査機器生産者毎のロット管理が可能な

荷受け体制

加工段階における品
質 衛生管理と情報

●

生産履歴情報
の活用

生産者のコンテナごとに荷受番号を
付け、個別管理

●
ＱＲコード等を活用した
生産履歴の開示

●●分析機器等を利用した品質
情報の付加

質・衛生管理と情報
の記録



生産工程管理（ＧＡＰ等の導入）の推進

【食の安全・安心確保交付金 ２，３１４百万円の内数】

先進的総合生産工程管理体制構築事業 ６３３（８０８）百万円】【

対策のポイント
先進的な生産工程管理を行うモデル地区を構築するとともに、各ＧＡＰ

の点検項目、取組内容に関するデータベースを新たに作成し、各産地の取

組の質の向上や取組の拡大を目指します。

（背景）

・ＧＡＰ（農業生産工程管理手法）は、生産者自らが、農業生産工程の全体を見通し

て、食品安全、環境保全などの観点から特に注意すべき事項（点検項目）を定め、

これに沿って農作業を行い、記録・検証して、農作業の改善に結び付けていくもの

で、 。食品安全と消費者の信頼確保に役立つ手法

・国、県や民間団体では独自のＧＡＰを設定し、産地の実情に応じて推進。

・政策目標の達成に向けて、ＧＡＰの導入を積極的に推進しており、20年7月末現在、

。1,138産地で導入済み

政策目標

（ ）平成２３年度までにおおむね全ての主要な産地 2,000産地

においてＧＡＰを導入

＜内容＞

１. 産地導入・実証等への支援

都道府県におけるＧＡＰ導入の推進体制の整備・強化 産地におけるＧＡＰの、

を行い、ＧＡＰに取り組みやすい環境を整備します。導入・実証等に対する支援

食の安全・安心確保交付金 ２，３１４（２，３４５）百万円の内数

交付率：定額、１／２以内

事業実施主体：地方公共団体、民間団体

２. 先進的な生産工程管理モデルの構築

生産から加工・流通までの一貫した先進的な生産工程管理を行うモデル地区を

構築 ＧＡＰの点検項目、取組内容等に関するデータベースを新たするとともに、

し、各地域におけるＧＡＰの取組を支援します。に作成

先進的総合生産工程管理体制構築事業 ６３３（８０８）百万円

補助率：定額、１／２以内

事業実施主体：民間団体

[担当課：生産局技術普及課（０３－６７４４－２１１０（直 ））


